
岡崎市議団ニュース

基
準
の
引
き
上
げ
、
対
象
拡
大
を

親
の
貧
困
が
こ
ど
も
達
に
連
鎖
を
生
ま
な
い
よ
う
に
、
ど
の
子
も
等
し
く
学
校

教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
す
る
就
学
援
助
制
度
。
本
市
で
の
所
得
の
基
準
は
、

生
活
保
護
基
準
の
わ
ず
か
１
，
１
倍
で
す
。
現
在
市
内
で
は
、
２
３
７
８
人
の
児
童

生
徒
が
受
け
て
お
り
、
昨
年
よ
り
も
１
３
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

き
ま
た
昭
子
市
議
は
以
下
の
こ
と
を
要
求
し
ま
し
た
。

・

せ
め
て
豊
田
市
・
豊
橋
市
並
み
に
保
護
基
準
の
１
・
３
倍
に
引
き
上
げ
る
こ
と

・

制
度
説
明
書
に
具
体
的
に
対
象
世
帯
の
所
得
を
明
示
す
る
こ
と
。

・

文
部
科
学
省
が
支
給
対
象
と
し
て
い
る
、
ク
ラ
ブ
活
動
費
、
生
徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
費
も
対
象
に
加
え
る
こ
と
。

日本共産党は、国でも地方でも、市民の目線に立った議会活動に努めています。日本共産党岡崎市議団が６月議会で行った一般質問の概要です。
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鈴
木
ま
さ
子

昨
年
度
、
岩
津
地
区
の
農
用
地
（
転
用
を
原
則
認
め
な
い
保
全
農
地
）
と
西
蔵
前
地
区
の
調
整
区
域
が
、

そ
れ
ぞ
れ
、
大
型
店
舗
誘
致
用
地
、
民
間
住
宅
開
発
用
地
と
し
て
、
市
街
化
区
域
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

編
入
に
あ
た
っ
て
の
手
続
き
の
中
で
、
岩
津
地
域
に
お
い
て
は
、
農
用
地
の
解
除
の
方
法
、
北
於
御
所
交

差
点
（
２
４
８
号
線
）
の
移
設
に
よ
っ
て
、
大
型
店
舗
へ
の
進
入
路
を
つ
く
る
２
億
２
５
０
０
万
円
の
工
事

の
県
・
市
・
民
間
事
業
者
の
負
担
割
合
の
問
題
、
開
発
申
請
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
に
民
間
開
発
事
業
者
に

よ
る
盛
土
が
行
わ
れ
て
い
る
問
題
な
ど
、
指
摘
し
ま
し
た
。
西
蔵
前
地
域
に
つ
い
て
は
、

矢
作
川
へ
の
排
水
口
が
田
ん
ぼ
の
状
態
で
の
計
画
で
あ
り
、
宅
地
化
さ
れ
た
場
合
、

排
水
口
が
不
十
分
で
あ
る
問
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

愛
知
県
は
子
ど
も
や
障
害
者
、
高
齢
者
、
母
子
父
子
家
庭
の
医
療
無
料
制
度
に

２
０
１
４
年
度
か
ら
一
部
負
担
を
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
所
得
制
限
を
導
入
す
る

素
案
を
今
年
一
月
に
発
表
し
ま
し
た
。
岡
崎
市
で
の
影
響
は
、
７
万
４
千
人
で
３

億
円
～
５
億
８
千
万
円
と
な
り
ま
す
。

県
民
の
大
き
な
反
対
で
六
月
、
県
知
事
は
一
部
負
担
を
撤
回
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
所
得
制
限
導
入
の
動
き
は
残
し
て
い
ま
す
。
医
師
会
や
小
児
科

医
会
か
ら
も
「
自
己
負
担
が
あ
る
と
受
診
が
遅
れ
て
重
傷
化
で
か
え
っ
て
医
療
費

が
増
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
反
対
の
意
見
書
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
き
ま
た
昭

子
市
議
は
、「
子
育
て
支
援
と
い
う
な
ら
福
祉
医
療
に
所
得
制
限
を
導
入
す
べ
き
で

は
な
い
。
県
に
強
く
要
求
す
べ
き
」
と
質
し
ま
し
た
。

県下での就学援助の実施状況

生活保護基準に対して

１．５倍＝日進市、みよし市など４自治体

１．４倍＝知立市など３自治体

１．３倍＝豊田市、豊橋市、蒲郡市など９自治体

岡崎市は１．１倍

子
ど
も
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
を

岡
崎
市
に
お
け
る
体
罰
が
行
わ
れ
た
の
は
一
件
（
市
教
委
発
表
）
。
文
部
科
学
省
の

指
針
に
従
っ
て
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
鈴
木
ま
さ
子
市
議
は
「
子
ど
も
や
保
護
者

か
ら
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
実
態
を
把
握
す
べ
き
」
と
提
案
し
ま
し
た
。

教
員
の
勤
務
実
態
の
把
握
・
35
人
学
級
実
現
を

「
夜
中
の
11
時
ま
で
職
員
室
に
、
こ
う
こ
う
と
灯
り
が
つ
い
て
い
る
。
教
師
の
健
康

は
大
丈
夫
か
。
岡
崎
市
の
教
員
の
時
間
外
労
働
時
間
の
申
告
が
他
市
に
比
べ
て
極
端
に

少
な
い
。
こ
れ
ら
の
実
態
を
市
教
委
は
把
握
し
て
い
る
の
か
」
質
し
ま
し
た
。

多
忙
化
解
消
に
は
、
教
員
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
子
ど
も
に
目
の
届
く
35
人

学
級
の
早
期
実
現
を
求
め
ま
し
た
。
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北朝鮮の核実験に抗議する決議に関することについて × ○ ○ ○ ○ ○

核実験への抗議には賛同するが、その手法に「テロ国家の再認定をすること」については、軍事闘争への

道を開く者であり、対話での解決を求め反対（日本共産党市議団）

尖閣諸島防衛に関する意見書の提出について × ○ ○ ○ ○ ○

子ども医療費無料制度存続について ○ × × × × ×

請

願

「緊急事態基本法」の早期制定を求める意見書の提出について × ○ ○ ○ ○ ○

最低賃金の引き上げ、公契約条例の制定など働く者の権利を守り、公務・公共サービスの充実、憲法擁護・

核兵器のない世界を求める意見書の提出について

子宮頸ガンワクチン接種事業の見直しを求める意見書の提出について

陳

情
市役所と回覧板に関することについて

四
七
○
○
人
分

二
三
五
○
万
円
予
算
付
く

妊
娠
中
の
女
性
が
風
し
ん
に
か
か
る
と
、
胎
児
が
難
聴
、
心
疾
患
、
白
内
障
等
の
し
ょ

う
が
い
（
風
し
ん
症
候
群
）
を
持
つ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
抑
え
る
た
め
に
風
疹
ワ

ク
チ
ン
接
種
へ
の
助
成
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
な
る
対
象
拡
大
を
要
求

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
議
案
へ
の
意
見
と
し
て
、
接
種
の
対
象

者
、
予
算
な
ど
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
よ
う
要
求
し
ま
し
た
。

・

一
年
間
の
み
で
は
な
く
、
来
年
度
以
降
も
実
施
す
る
こ
と

・

妊
婦
あ
る
い
は
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
女
性
と
接
す
る
と
思
わ

れ
る
す
べ
て
の
人
に
対
象
を
拡
大
（
例
え
ば
、
若
い
女
性
の
い

る
職
場
の
男
性
な
ど
）

・

予
算
を
超
え
て
希
望
者
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
補
正
予
算
で
全
員
受
け
ら
れ
る
こ
と

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
第
３

の
矢
と
す
る
経
済
対
策
予

算
が
、24
年
度
補
正
分
と
合

わ
せ
て
総
額
17
億
７
３
６

０
万
円
、
岡
崎
市
に
公
布
さ

れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
41
億
９

０
３
０
万
円
の
事
業
費
と

な
り
ま
し
た
。
多
く
が
地
元

中
小
土
木
業
者
に
発
注
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
ほ

と
ん
ど
が
、
平
成
26
年
度
予

算
の
前
倒
し
で
す
。
残
り
１

億
６
１
６
万
円
は
９
月
に

補
正
を
組
む
予
定
と
の
こ

と
で
す
。

一
年
限
り
の
交
付
で
は
、

経
済
効
果
は
期
待
薄
で
す
。

風しんワクチンの予防接種費用の助成
対象者
 (1)妊娠を予定又は希望している女性。

 (2)妊娠を予定又は希望している女性の夫

 (3)妊娠している女性の夫

対象期間
６月１日～来年３月 31 日まで

申請受付期間
７月１日～来年３月 31 日まで

原則、保健所窓口、一部郵送も受付可

対象ワクチン及び助成回数
風しん又は麻しん風しん混合ワクチンいずれか１回

助成金額
5,000 円。（市民税非課税世帯は全額）

接種方法及び申請方法
医療機関で予約の上、接種。窓口で一旦支払い、

保健所へ申請（償還払い）

（１）補助金交付申請書

（２）領収書原本

（３） 申請者の印かん    

（４） 振り込み先の金融機関の通帳

詳しくは岡崎市保健所へ

●岡崎市子ども子育て会議の設置

2012 年 8 月、「社会保障と税の一体改革の一環として、「子ども子育

て関連法（子ども子育て新システム）」が自民・公明・民主等によって成

立しました。法の中では地方自治体が「子ども子育て会議」を設置するこ

とが義務づけられました。岡崎市では、「児童行動育成計画を策定し、地

域バランスに配慮して、保育園、幼稚園、子育て支援センター、ファミリ

ーサポートなどのいっそうの充実を図る等検討する」としています。

●構成委員

20 名以内。岡崎市は 15 名前後で、幼稚園・保育園等の経営者、学童

保育，ＮＰＯ、子育てサークル、学識経験者、公募（3 名）等が予定され

ています。

●子ども子育て新システムの問題点

新システムでは、現行の保育施設や保育士の基準をなし崩しにします。

たとえば、小規模保育施設では保育士の半分が無資格でも良いとされま

す。株式会社の参入がさらに促進されます。財源に消費税の増税分が当て

られ、制度だけでなく、財源でも国の子育て支援の責任放棄です。

アベノミクスで総額１７億円の交付金

ほとんどが土木事業の前倒し


